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論 文 内 容 の 要 旨 
 子音韻尾字（入声ｐ、ｔ、ｋ、撥音ｍ、ｎ、ng）は、開音節構造をとる倭語にとって適合しない音節構造を
有しているため、推古朝遺文をはじめとする古代の文字資料における借音表記での利用は消極的である。とこ
ろが、萬葉集に目を向けると、子音韻尾字はおよそ８０００例見いだされ、倭語表記において決して小さくな
い位置を占めていることが一目にして知られる。このように、元来倭語音節にとって不適合な要素を持ってい
る字音が、仮名字母として積極的に使われるようになっていることは非常に興味深い。その内実を考究するこ
とで、背景にある表記の実態、音韻の体系の姿もまたより具体的に見出せるのではないか―本稿はそこから出
発し、萬葉集の用例を対象に子音韻尾字の様相を様々な角度から考察した。結果、萬葉集においては、韻尾を
捨象した略音仮名と、韻尾に母音を付加した二合仮名で運用されていることが知られ、後者はとくに音仮名で
ありながら主に訓字主体表記において意義をもち、機能するものであることが判明した。また、古代の韻尾字
使用において行われていたとされる連合仮名は実践されておらず、一字一音の場合は、仮名字母として陰声韻
字と同等の機能を果たしていることが分かった。 
 また、六種の韻尾においてそれぞれ略音仮名と二合仮名の割合は一様ではないが、この偏向度合いは字音が
開音節化していく上での序列と一致する。つまり、漢字音和化の様相が子音韻尾字音仮名にも現れているので
ある。なお、両形態は主として機能する場が違い、いわば競合する存在ではなかったが、略音仮名が時代が降
るごとにその使用度数を上昇させるのとは対照的に二合仮名の方は衰退していくという対照的なあり方を示す。
このことの背景として、萬葉仮名の一字一音への志向性、そして表記が正訓と一字一音仮名の二本柱によるこ
とを目指すその歩みの強さが窺われるのである。 
 従来、子音韻尾字音仮名は、推古朝遺文や日本書紀α群など、倭語音節にとって不適合要素を有する字音と
いう扱いがあったと思しい環境での使用が殊に注目されてきた。本稿では、そういった従来研究をさらに進め
るものとして、日本人が倭語を記すための、まさしく自分自身のものとして仮名を駆使する萬葉集における子
音韻尾字の位置づけをなし、結果、古代における倭語の書記が歩む道とその方向を色濃く照射できたものと考
える。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、萬葉集の子音韻尾字音仮名について研究するものである。子音韻尾字（入声ｐ・ｔ・ｋ、撥音ｍ・
ｎ・ｎｇ）が萬葉集に仮名字母として積極的に用いられていることに着目して、その内実を多角的にまた一貫
した視点から実証的に考察を加え、背景にある表記と音韻の体系をにらみ合わせながらその実態を跡付けてい
る。閉音節としての子音韻尾字が萬葉集にあって一字一音の略音仮名及び二合仮名という二つの形態をとって
現れるそのあり方を解明するのに成功した論文である。 
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 CV構造を基本とする日本語において、元来、適当でない子音韻尾字が、所謂「連合仮名」という韻尾をその
まま活かすかたちで表記されるのではなく、略音仮名及び二合仮名として後続音節に制約を与えることなく利
用される在りようを明らかにし、日本人が漢字原音の別に束縛されることなく、倭語の音節表記として漢字音
を捉え、しかもそれを自らの文字言語表記の手段として運用していることを詳細に分析する論証は十分に説得
的である。とりわけ二合仮名の音節を分析して、字音に由来する前位音節と、開音節化によって新たに形成さ
れる後位音節の漢字音との関わりを、上代特殊仮名遣いの甲・乙類の別を手がかりに考究するという新たな視
点からうち出された結論は、従来、二合仮名の位置づけが明確でなかっただけに、方向づけが与えられたもの
として特筆され、まさに未踏の分野を切り拓いた画期的な成果であると評価できる。 
 更に、略音仮名と二合仮名は、音節数の異なる二種の音節文字として成立したことを踏まえ、通時的な視点
から、両者が対照的な消長のあり方を示すことを見届け、二合仮名が字音仮名でありながら、訓字のごとき在
りようをもつといった新知見を見出しており、注目に値する。 
 本論で得た方法論を更に推し進めて、萬葉集以外の戸籍の仮名書きや地名表記など特殊な性格をもつ資料に
も及ぼし、より確実なものにしていくことが期待されるが、本論は、倭語音節にとって不適合要素を有する字
音の扱いの困難さを乗り越えて、日本人が倭語を記すための、まさに自身のものとしての仮名を駆使していく
過程の在りようを精緻に論じて明確にし、子音韻尾字の位置づけをなすことによって、古代における倭語の書
記が歩む道とその方向性を示し得た論であり、その成果は、今後の日本語の研究、就中、古代語の研究に寄与
するところが決して少なくないと判断される。 
